
■2024年度 事業計画 トライⅡ（生活介護） 

はじめに 

 

 

・毎年季節の変わり目には、一年の早さを感じさせられてしまいますが、

様々な変化の中で経験を経て利用者さんも職員も成長をしていること

を、時には確認し合うことを大事にしています。 

 事業計画では継続的に取り組んでいることが多くありますが、一つ一

つの積み重ねを確認しながら一年を過ごしていきたいです。 

事業所の 

基本方針 

 

 

・必要とされることが実感できる仲間同士の関係作りに努めます。 

・個別支援計画に基づいた支援を実施します。 

・個々の意思を尊重し、主体性が持てるようにします。 

・利用者、ご家族が相談しやすい関係を作ります。 

・障害福祉に関わる制度を学び、情報提供をし、行動します。 

・安心・安全・楽しい場所を目指します。 

 

事業所運営 

 

 

 

・注文状況や在庫により日々の予定を決定します。（クッキー作り、外販

売、買い物、配達など） 

・調理実習（月 2回木曜）エアロビ（講師：渡辺氏コロナ禍以降中断して

います）絵画教室（講師：倉田氏/月１）・看護師訪問（岩元氏/月 1）・実

習生受け入れ・職員会議・職員研修・関係機関、団体との連携。・健康診

断・苦情解決委員会 

 

利用者支援 

 

 

・クッキー作りを仕事の基盤として取り組みます。 

・配達や買い物も地域生活の経験の場として大切にして仕事として取り

組みます。 

・クッキー作り以外の活動（行事・季節行事・体操・散歩）にも積極的に

取り組みます。 

・販売や配達などを通して社会とのつながりを意識した取り組みをしま

す。 

・健康で安定的な過ごし方を考え、可能な範囲で過ごす場所を 2階、3階

等で分けて過ごします。 

 

今年度 

重点目標 

 

 

・仲間同士の相乗効果(会話やコミュニケーションの拡充)に着目し個々の

特性を活かせる活動内容や関りを工夫し支援していきます。 

・利用者さんの生活環境より知られるよう取り組みます。 

・従来同様、利用者さんをありのまま受け止めることに努めながら、客観

的な立場から必要だと思われる取り組みについても、検討し試行してい

きます。 

 

活動計画 

 

 

・仕事（クッキー作り） 

・市内の行事への参加。（ふれあい運動会・みかん狩り他） 

・季節を意識した行事の実施。（七夕・クリスマスなど） 

・地域の祭りへの参加。（とうろう祭り）※開催があれば 

・日帰り旅行の実施。※可能であれば 



作業・販売 

計画 

(豊かな生活) 

 

・ご来店されるお客様が増えてきているので、店頭販売にもより力を注い

でいきます。 

・従来の販売が継続される限り参加していく。季節・気候・コロナの感染

状況を見極めながら、お店の前での販売も実施していきます。 

・上記を通して、安定した工賃の確保及び、上昇を目指し、利用者さん    

の生活に役立てばよいと思います。 

 

その他 

・防災対策 

 

・従来通り避難訓練を実施していくと共に、「171」緊急時伝言ダイアルの

使い方をご家族とも共有します。 

・防災グッズ、特に食べ物・水の点検と、消費期限を管理して使用、試食

などを実施します。 

 

利用者の 

状況 

 

・男性 7名・女性 4名 25歳～64歳 

 

・仲間同士や職員との会話を通して、言葉を中心としたコミュニケーショ

ンが広がっている方が増えてきています。言葉での表現の幅が広がり、自

分から相談事や報告事項を話したり、「さあね」「どうだろうね」と曖昧な

表現をしてみたり以前にはほとんどなかったことが、それぞれの方から

見られるようになっています。 

 

・クッキー作りに関した作業の手順などが改変されている中で、時には混

乱もありますがご注文いただいたクッキーを完成させて納品するまで、

それぞれが持ち味を出し合い、時には補い合いながら役割を果たしてい

ると感じられます。 

 

職員の 

状況 

 

常勤職員：2名（男性） 

非常勤職員 2名（女性）※曜日により変動。 

パート職員 2名（女性）※曜日により変動。 

 

 


